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第1号議案　　　2013年度事業活動報告
　
2001年12月15日、特定非営利活動法人地域人権みんなの会は、個人会員２０名と団体賛助会員３団体で結成総会を開催しました。岡山県の審査を受けたのちの2002年4月16日に認証を受け、５月１日に法務局への登記を完了して正式に発足しました。
2014年5月1日現在の会員数は個人会員57名、賛助団体会員6団体となっています。

2002年６月に岡山県民主会館一階に事務所を開設しました。
2006年7月1日に地域密着型施設としての小規模多機能型居宅介護事業所「みんなの家 ななくさ」を岡山市北区西崎本町に開設しました。
2010年4月1日には、南区浦安本町に小規模多機能ホーム「みんなの家かるがも」を開設しました。
2013年7月1日には「みんなの家ななくさ」のサテライトとして「みんなの家だんだん」を、「みんなの家ななくさ」の一軒隣り、北区西崎本町に開設することができました。９月には、法人の事務を行う事務所もこの館の２階に開設しました。
「人権を考える学習集会」は法人の設立以降、「精神障害者のおかれている現状と課題」、「ハンセン病問題学習会＆映画『風の舞』上映」、「いじめ問題シンポジウム」、「認知症の人の人権と介護の視点」など毎年開催してきました。2011年3月11日の東日本大震災被災者への救援、地域復興のために募金などにも取り組んできました。
１、会員現勢について
　　2014年5月1日現在、個人会員57名、団体会員6団体となりました。

　　　　　　　　　
２、理事会の開催について
　　理事会は、4回開催しました。

第1回理事会　　　2013年06月08日　岡山県民主会館

第2回理事会　　　2013年06月13日　　　同　　上

第3回理事会　　　2013年11月23日　 　 同　　上
第4回理事会　　　2014年03月18日　　　同　　上
３、小規模多機能型居宅介護事業所のとりくみ

3つの事業所の運営にかかわって、管理部門を担当しているスタッフのみなさんの意思統一をはかる会議を開催しました。また、スタッフが互いの職場視察に出かけたりしながら、スタッフの意見、利用者さん・家族の意見と要望などをとりいれることに習熟していくこと、働く集団作りの大切さ、個々人の専門性を高めていくことによる事業所の機能を高めること、などの重要性などが話し合われました。
みんなの家かるがもでは、岡山市の防火施設設置補助金制度を活用して、スプリンクラー、自動警報設備などを設置することができました。

2014年2月１日開催の「岡山県地域人権問題研究集会2014」では、「地域と高齢者」分科会で、ななくさの実践を報告、地域の「安心・安全」のための介護事業としての役割などを交えた論議が展開されました。
各事業所の年間まとめ

(1)利用実態推移表(2013年4月1日から2014年3月末)

①小規模多機能型居宅介護事業所　みんなの家ななくさ　(北区西崎本町1-7　2006年7月開設)

	年/月
	13.4
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	14.１
	２月
	３月

	介護
	20人
	20
	19
	19
	19
	18
	18
	18
	16
	15
	14
	15

	予防
	　5人
	5
	5
	5
	5
	5
	5
	5
	5
	5
	5
	5

	計
	25人
	25
	24
	24
	24
	23
	23
	23
	21
	20
	19
	20


②小規模多機能ホーム　みんなの家かるがも　(南区浦安本町158)　2010年4月開設　　

	年/月
	13.4月
	５
	６月
	７
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	介護
	16人　　
	15　
	15　
	16　
	15　
	17　
	17　
	19　
	19　
	21　　
	19　
	18　

	予防
	4人
	4
	7
	7
	7
	4
	4
	4
	4
	3
	2
	2

	計
	20人
	20
	22
	23
	22
	21
	21
	23
	23
	24
	21
	23


③小規模多機能ホーム　みんなの家だんだん　(北区西崎本町1-10　　2013年7月開設)

	年/月
	13.4月
	５月
	６月
	７
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	介護
	
	
	
	3人
	3
	4
	5
	7
	9
	9
	10
	10

	予防
	
	
	
	0人
	0
	0
	0
	1
	1
	1
	1
	1

	計
	
	
	
	3人
	3
	4
	5
	8
	10
	10
	11
	11


(2)年間利用人数と介護度

　ななくさ　　270人 　　22.5人／月　　登録定員上限25人　　　　　
かるがも　　260人　　 21.7人／月　　登録定員上限25人
だんだん　　 65人　　  7.2人／月　　12月まで10人、1月から18人
合計　　　595人　　　　　合計介護度　　1266　　　　一人平均介護度　2.12

(3)新規利用者さんの紹介者

　ななくさ 　2名　　　 　 家族から１名　地域包括センターから　１名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　かるがも　13名　　　　　地域包括センターから13名
だんだん　12名　　　　　病院　1名　　居宅事業所3名　地域包括4名　地域組織など4名
(4)中止になった利用者さん

ななくさ　7名　　　　    死亡7名
かるがも　12名　　　　　 入院7名　　他施設へ3名　　家庭に2名
だんだん　1名　　　　　　入院1名
(5)現在の利用者一覧　(2014年3月1日・現在)と課題
3つの事業所　51名の利用者さん
	　
	利用者数
	介護者65歳以上
	独居
	認知症
	独居かつ認知症
	後見人

	要支援Ⅰ・Ⅱ
	9
	
	
	
	
	

	要介護Ⅰ
	10
	
	
	
	
	

	要介護Ⅱ
	15
	
	
	
	
	3

	要介護Ⅲ
	8
	
	
	
	
	

	要介護ⅳ
	7
	
	
	
	
	1

	要介護Ⅴ
	2
	
	
	
	
	

	　　合計
	51
	6
	37
	21
	19
	4


51名のうち37名、72.5%の方が一人でお住いです。そのうちの半数以上の方、19人が認知症症状を呈しています。独居でない方14名のうち6名の方は高齢者の方が自宅で介護をされているということになります。構造的な問題ではありますが、在宅で最後まで暮らすうえで大きな課題が、3つの小規模多機能ホームの利用者さんのおかれている実態からも明らかになっています。
４、学習会

　(1)「介護は社会化されたか」学習集会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「介護は社会化されたか　高齢者の人権を考える」をテーマにした「あなたとともに人権を考える学習集会」が12月1日、岡山市内で開催され、市民や介護事業所職員など60人が参加しました。NPO法人地域人権みんなの会が主催、岡山市が人権啓発事業として助成してくれました。講演は介護ライターの野田明宏さん、岡山市保健福祉局次長の森安浩一郎さんに報告をお願いしました。
野田さんの講演は9年余り母親を自宅で介護してきた人ならではの深い話。母親の介護度をめぐって岡山市に介護認定の不服申請を行って変更させたこと、介護事業所からデイサービスの利用を受け入れてくれなかったことなど事業者と利用者・家族の要望の間に大きなギャップがあること、壮年の男が介護に専念していることへの社会的な圧力など、この間の苦労も思い起すような話しぶりでした。野田さんは、介護情報などが在宅介護者にきちんと届くことの大切さを強調。また、ゆとりある介護の在り方、その一つともいえる男が在宅介護していて何が悪い、当然ではないか、という世相になるためにも頑張っていきたい、と述べられました。

森安さんは、2025年にむけて医療・介護の需要が増加していく、そのために在宅医療・介護を支える基盤強化が必要になる、という時代背景を強調。政府の社会保障審議会・介護保険部会などでの資料なども紹介してくれました。

23人の方がアンケートに対して以下のような内容で応えてくれました。
○介護者の生々しい話がきけて良かった。○岡山市の介護・医療資源がトップクラスだというがそれでも不足です。○個人的な頑張り状態を国や行政がどこに力を注ぐか考えないといけない。○若者が介護の仕事で働きたいと思うような対応をしてほしい。○介護と人権は深くつながっていると思いました。○　　いろいろな立場の人から意見を聞けて良かった。○サービス付高齢者住宅が特養などの代替わりになっている実態を岡山市はよく知ってほしい。○時には暴力をしてしまった正直な話は心に響きました。○虐待される方はされるほどその人を頼る心理になるとも聞いています、力(ちから)わざの介護はやめたいですね。
5、 会報「ＮＰＯ・地域人権だより」の発行について
2013年度の会報は、2回発行しました。印刷部数は毎回１００部です。

第40号、2013年12月06日発行
第41号、2014年04月01日発行
6、その他

岡山県地域人権問題研究集会実行委員会に加入し、「地域と高齢者」の分科会で「みんなの家ななくさ」のとりくみを報告しました。障害者が65歳になると支援法でなく介護保険を優先させる行政行為は憲法違反であると闘っている「浅田達雄さんを支援する会」のとりくみに協力しています。
第2号議案　　　2013年度決算、監査報告
　（1）2013年度決算報告
　　　　　　　　　　　　　　【別紙参照】
　（2）2013年度監査報告
【別紙参照】
第3号議案    2014年度事業計画(案)
　　2014年度の活動は以下を重点においてとりくみます。
　　　

1、 ＮＰＯみんなの会の組織活動の広がりをめざす活動の強化を

定款に挙げている各事業を推進していくためにも、理事会と事務局、そして会員さんの連携した活動の発展をめざします。今年度から、理事会のもとに以下の委員会を設置してとりくみます。
①法人組織の在り方検討委員会
　ア、ＮＰＯ法人としての機能強化
イ、社会福祉法人組織のメリット課題の研究、移行するうえでの課題　
ウ、将来検討
②事業活動の安定・強化をめざす委員会
　ア、小規模多機能事業所の社会的役割
　イ、事業所運営の発展のために

③社会福祉の向上をめざす委員会
　ア、浅田訴訟
　イ、子育て支援
　ウ、成年後見制度の活用支援

　　　
2、 「みんなの家ななくさ」「みんなの家かるがも」「みんなの家だんだん」の活動の強化を

（1）｢みんなの家ななくさ｣のとりくみ
　　　2006年７月に開設しました。2012年4月から、ななくさのすぐ前のアパートに利用者さんが入居され、現在では５室に6人の方が暮らされています。独居、在宅の生活支援と介護を小規模多機能型居宅介護事業所が、その方の最後の人生までともに過ごせたらという決意のもとでの取り組みとなっています。

ななくさには、北区の石井中学校区の方を中心に、中区の在宅の方も利用されています。通い、訪問、宿泊という多機能型の評価とともに、ななくさ理念の実現に向けたスタッフの持続的なとりくみの結果、在宅支援事業所、病院関係者などから紹介してくれる頻度も高まっています。また、地域人権運動の地域組織、生活と健康を守る会などからも利用につながる相談もよせられ、事業所と地域社会を結ぶひとつのパイプになっています。

ななくさでは、運営推進会議の構成メンバーに、小・中学校長、町内会長、民生委員、利用者の家族、地域包括支援センター、公民館のスタッフなどの方が参画していただいています。この方たちの力も発揮していただいて、地域密着型の施設として発展させていきます。家族会も利用者・家族の意見、要望を取り入れる重要な機会と位置付けて積極的に開催します。
また、行政が設定する「地域ケア会議」にも積極的に参加して、介護・福祉にかかわる地域的動向の把握につとめながら、よりよい条件づくりにむけた協同の場、ネットワークの一つとして位置づけて参画します。
職員間で合意された今年度目標は、①理念に基づいて実践できる体制作りをめざす、②職員間の連携とチームの介護確立、③介護技術の向上、認知症に対する理解を深め、介護の質の向上をめざす、④地域とのかかわりを強め交流を深める、⑤防災の対応を的確に確立させる、などです。
これらの実践を通して、互いの資質を高める努力が利用者と家族への信頼の構築となり、福祉を中心に地域住民から頼られる存在になります。これらを一人ひとりが自覚してとりくめるようにします。

経営については、利用者登録を計画的、安定的登録に結びつくとりくみが必要です。働く職員の仕事保障や将来の展望を切り開くためにも、23人/月以上の利用者登録、収入は月平均500万円の収入をめざします。

また、隣接する「みんなの家だんだん」のスタッフとななくさスタッフとが連携して運営に当たります。
　（2）｢みんなの家かるがも｣のとりくみ

　　　かるがもは、岡山市の南部在住の｢友の会｣メンバーなどから期待されて、2010年4月1日に開設しました。医療生協関係者、友の会関係者、ななくさスタッフなどのご紹介でかるがもスタッフも構成することができました。途中何人かの退職者がありましたが、新たに経験豊かなスタッフの方々が入職され、管理者、ケアマネの任をもつスタッフの方々も定着してもらえる条件が整いました。
　　　4年目になって利用者さんは、入れ替わりはまだまだ続いていますが、月平均20名をこえています。信頼を新たな地域で獲得し、運営推進会議には、友の会役員をはじめ、地域包括支援センターのスタッフや地元町内会長、民生委員の方もご参加いただけるようになり、特に地域包括センターからは新たな利用者さんの紹介が増えていて、かるがもの存在は、所在する南区でも徐々に浸透されてきつつあります。
今年度は、来年２０１５年４月１日が開設５周年を迎えるという節目にあたり、利用者さん中心の事業所としての歩みを着実に進めます。そのためにも、スタッフの連携と学習に力を注ぎます。家族会の開催、友の会との連携、住民との交流の機会なども含め、地域密着型の施設として発展をめざします。
　　　経営については、22人／月以上の利用登録者、収入は月平均370万円をめざします。

　　
（3）「みんなの家だんだん」の開設と運営

　　「みんなの家ななくさ」のサテライトとして「みんなの家だんだん」を2013年7月1日に開設しました。これまでの、ななくさやかるがもの運営による地域住民、市民や行政の方々の信頼があればこその施設です。また、その運営にあたってきたスタッフの努力、その財産がここに生きています。

　　出発当初は、登録定員10名、通い6名、宿泊3名で運営しましたが、2014年1月から定員18名、通い12名、宿泊5名としました。
　　今年度は、15人/月以上の利用者登録、収入は月平均270万円を目標とします。
だんだんの施設の2階に、NPO法人地域人権みんなの会の事業所にかかわる事務所を設置しました。将来、この建物全体の中に地域住民の憩いの場、地域住民生活相談センター的な場を設置することも検討していきます。

(4)職員の働きがいがある職場作り
　　　事業所の運営の中心は職員の方々です。職員がいきいきと仕事が出来る条件作りが利用者を大切する施設につながります。地域密着型で単独型という施設の運営は比較的少人数のスタッフが長く定着していくなかで特長を発揮しやすい面と同時に、日常的な連携が崩れるとその根幹が揺らいでしまう一面も持ち合わせています。職員が安心して目標をもって働けることの条件作りをさらに追求します。また、専門職としての役割がさらに発揮できるよう、研修機会の提供、将来の事業所作りへの参画などを重視します。
　ななくさ、かるがも、だんだんの常勤スタッフなどを対象に経営と運営の在り方学習会、事業所が果たしている役割に確信が持てるような学習会を開催します。
スタッフ一人ひとりが介護の仕事を大切にして、社会的に寄与すること、そのことが介護の仕事への社会的評価を高めること、利用者さんの生活の向上につながること、自らの生き方をひろげて充実させることにつながるという意気ごみを寄せあうことができる職場として発展させていきます。
ななくさ、かるがも、だんだんの職員間をはじめ、当会の役員と職員の交流・話し合う場を確立しながら、民主的運営のもと互いに成長が保障される職場をめざします。
(5)事業所と法人の連携について

各事業所がＮＰＯ組織の理念を具現化することを目標に取り組むなかで、様々な課題が発

生します。課題を前向きにとらえて事業所の前進、地域の福祉力と自治能力の向上、制度の前進的な改革などに結びつけます。
そのためにも、①事業所経営理念の遂行と経営財務に責任を負い経営の中軸となる管理職集団の形成、②職員が共通の理念に照らして対等に意思疎通ができる体制の確保、③利用者、家族の要求などが主張しやすい運営体制、④事業所職場から発する諸問題について適宜相談し合うことができる法人の体制、などをめざします。
(6)持続し展望を見据えた経営のために
ななくさ、かるがも、だんだん、3つの事業所を設置するうえで、財団法人・民主教育研究会や団体・個人から原資を借りうけています。契約に基づき返金していくことがまず求められます。また、施設・設備のメンテナンスや更新なども想定して、自己資金を確保していくことは、利用者さんの立場に立ったうえでも経営上欠かせないことです。

営利自体を追求することが事業目的ではありませんが、剰余金を生み出すことは、働く人々の安心を確保することであり、さらにひろがる利用者さんたちの潜在的な福祉要求を掘り起こし、地域の福祉力を組織して積極的な活動を展開する基盤づくりとなります。公的制度ではない、住民の諸要求を事業化していくうえでもこの保証があってこそ着手・実現できるものと自覚して、経営にあたっていきます。

　 （7）報酬をうけとる役員について
　　　報酬をうけとる役員として、2014年度は中島純男、田中金一、吉岡昇の各理事を充てます。報酬は年額2,520,000円、4,827,000円、3,520,500円、その期間は2014年6月から2015年5月とします。3名は、NPO法人地域人権みんなの会、小規模多機能型居宅介護事業所「みんなの家ななくさ」、｢みんなの家かるがも｣、「みんなの家だんだん」の発展を企画し実施する任務にあたります。
3、県民を対象とした学習懇談会などの開催について

(1)「人権を考える学習集会」
今年度は、学習集会を12月6日(土)に、岡山市内で開催します。
社会保障の切り捨てが一段と進められようとしているなかでの、医療・介護総合法が具体的に患者・利用者さんたち、働く人々、そして事業所経営などにどのように影響を与えているのか、そして社会保障全体をどのように充実させていくのか、人権の視点も織り交ぜての学習と話し合いが展開できることを企画していきます。
規模は120人とし、岡山市の人権啓発推進補助金事業として取り組みます。
(2)地域人権問題研究集会など
岡山県地域人権問題研究集会2015、は2015年2月7日(土)に開催されます。NPO法人地域人権みんなの会も実行委員会に加入し、「人権」、「地域」の分科会などで取り組みの成果が発揮できるように奮闘します。

また、地域人権問題全国研究集会は、2014年10月11日、12日に島根県松江市で開催されます。全国高齢者大会は９月１２．１３日に富山県で開催されます。「社会保障と税の一体改革関連法」の成立のもとで社会福祉の切り捨てがさらに進んでいます。これらに対峙していくためにも、上記の学習会や集会に積極的に対応します。
（3）その他
　みんなの家ななくさが加盟する「民医連」をはじめ、人権伸長につながるとりくみを展開している諸団体が提起する学習会にも積極的に対応します。
3、広報・宣伝・学習・研究活動

地域住民・市民の観点から人権を考える観点での広報・宣伝活動は極めて大切になっています。住民の民主的地域づくりのとりくみや介護と事業所の社会的認知を高めていくとりくみ、社会保障を充実させる諸活動などにも積極的に参加し、非営利共同のとりくみを重視します。
一般財団法人岡山県民主教育研究会と共同して、「人権」や「地域」にかかわる研究書籍を発行し普及します。｢地域人権だより｣を適宜発行します。会員内外からの投稿もいただき内容を充実させます。NPO法人地域人権みんなの会のブログを活用し、公開の原則にも対応していきます。
　　　将来にわたり安定的な事業展開を展望する上での法人のあり方の研究を具体的にすすめます。

　　　また、それぞれの事業所の内容、地域密着で成果を上げているとりくみなどを広く市民に広げていきます。
4、会員の拡大

　諸活動を積極的に展開させるなかで会員拡大をめざします。ＮＰＯの意義と当会の目的を多くの人に理解をえる独自のとりくみも必要です。

　学習活動、事業活動などに会員外の人々の参加、協力を訴え、そのとりくみを通じて入会を働きかけます。また、専門家の方々に直接入会の呼び掛け活動を展開します。

　個人会費は、月額250円です。70歳以上の方、障害者の方などは月額100円とします。
5、運営について

①　理事会はすくなくとも4ヶ月に一度開催することをめざします。
②　専門委員会は随時開催します。
③ 「NPO・地域人権たより」は年4回程度発行します。

④　ななくさ、かるがも、だんだんの運営にかかわるとりくみや諸会議に積極的に参画します。

⑤　県内の人権課題に積極的に接近し、特に福祉の向上をめざすとりくみのために奮闘します。
⑥　東日本大震災や原発被害を受けている人々への支援を引き続き行います。
第4号議案    2014年度収支予算(案)
　　　　　　　　　【別紙参照】
第5号議案    　その他　　　　　　　　　　　　　　　

　　　理事・監事名簿
　　　　　　　　　　　2013年7月1日から2015年6月30日まで

	役名
	氏　名
	住所又は居所　　　　　
	就任期間
	報酬を受ける役員

	理事
	中島純男
	
	
	○

	理事
	村上雅彦
	
	
	

	理事
	三戸康生
	
	
	

	理事
	吉野一正
	
	
	

	理事
	大西幸一
	
	
	

	理事
	花田健吾
	
	
	

	理事
	田中金一
	
	
	○

	理事
	吉岡　昇
	
	
	○

	理事
	木田香奈子
	
	
	

	監事
	藤澤末博
	
	
	

	監事
	福木　実
	
	
	


　みんなの家ななくさ　700-0056　岡山市北区西崎本町1-7　　電話086-253-8988
　みんなの家だんだん　700-0056　岡山市北区西崎本町1-10　 電話086-250-9927
　みんなの家かるがも　702-8026　岡山市南区浦安本町158　  電話086-265-1165
  本部事務所　　700-0046　岡山市北区下伊福西町1-53　　　電話086-254-9555
　本部事務所②　700-0054　岡山市北区西崎本町1-10　　　　電話086-250-9904
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fax086-250-9906  (だんだん併用)
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